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市政運営の基本的な考え方

・�変化の激しい中でも歩みを止めず前に進んでい
く年度に

　戦後80年間は右肩上がりで経済成長を続ける時
代が前提でしたが、さまざまな仕組みが合わなく
なっています。物価高騰や人件費の増加に税収の
伸びが追い付かない中、予算編成は年々厳しさを
増しています。その中でも、未来に向けた投資な
どは条件が整った段階で順次スタートします。変
化の激しい時代でも歩みを止めず前へ進めます。
・持続可能な行財政運営
　限られた予算と人財で持続可能な市政運営を行
うため、DXの推進、公民連携、自治体間連携な
どに取り組みます。
　公共施設を適切に維持・更新するため、「（仮称）ア
セットマネジメント計画」を策定します。今後の整
備のあり方について、市民の皆さんと対話しながら
検討を進めます。情報発信を工夫し、市民の皆さん
により伝わり、理解が得られるように努めます。　

総合計画で掲げた３つの「重点テーマ」

・�環境との共生
　昨年11月、多摩第一小学校で地球温暖化に関す
る国連広報センターによる特別授業が行われまし
た。参加した子どもたちからは「一人では変えら
れないことも、みんなで取り組めば変えられる」
と言葉がありました。市
としても「意識と行動の変
革につながるムーブメン
ト」を起こすための取り組
みを進めます。
　市は、昨年、都内で初
めて「脱炭素重点対策加速
化事業」に選ばれました。省エネ推進・再エネ導
入の最大化に向け、市民や事業者の背中を押す取
り組みを進めます。
　「地球沸騰化」ともいわれる気候変動は想像を超
え進んでいます。まずは総合体育館第１スポーツ
ホールへのエアコン設置を行います。
・健

けん

幸
こう

まちづくりの推進
　４月の「みんなの笑顔が広がる歯と口の健康を
推進する条例」の施行を機に、26市初のパートナ
ーも対象とする妊婦歯科検診など、歯と口の健康
につながる取り組みを推進します。
　１月に施行した「手話
言語条例」につき、11月
のデフリンピックを機に、
手話の理解促進や普及を
進めます。健康寿命の延
伸を目指し、日々の健幸
的な行動の継続につなが
るよう、アプリを活用し
た「健幸ポイント」の取り
組みを進めます。

・�活力・にぎわいの創出
　「こどもまんなか社会」の実現に向け、市の強み
を伸ばし、子どもたちを取り巻く課題解決に取り
組みます。昨年初開催し１万人以上の参加のあっ
た「たまこどもフェス」を開催します。こども家庭
センターを聖蹟桜ヶ丘の健康センター内に開設し、
妊娠期から継続した支援を行います。
　聖蹟桜ヶ丘駅周辺では、聖蹟桜ヶ丘駅が関戸駅
として開業してから100周年を迎えます。北地区
の区画整理後の開発完了も踏まえ、かわまちづく
りにより河川空間の賑わいづくりとも一体となっ
て活性化に取り組みます。　
　多摩センター駅周辺では、多摩中央公園が改修
整備を終え、４月にグランドオープンします。大
型遊具のあるインクルーシブな広場など誰もが楽
しめる公園になります。パルテノン多摩、中央図
書館やグリーンライブセンターなど公共と民間が
一体となって賑わいを創出します。

　永山駅周辺では、諏訪・永山地区でリーディン
グプロジェクトを進めています。ＵＲ諏訪団地で
は先行区の建て替えが７月竣工の予定です。東京
都と連携の上、永山駅周辺の再構築や南多摩尾根
幹線沿道の土地利用転換など魅力の維持・向上を
図ります。

むすびに

　物価高騰を感じる場面が多くなってきました。
気候変動による影響やエネルギーコストの上昇、
人手不足などの不安定要素があります。南海トラ
フ巨大地震、首都直下型震災はいつ発生してもお
かしくない状況です。あらゆる場面でリスクマネ
ジメントに基づく経営姿勢が求められています。
　公共交通の維持・発展のため、国・東京都へ技
術開発・研究への投資を要望しています。私は昨

年から、聖蹟桜ヶ丘と羽田空港を多摩川上空で結
ぶ「空飛ぶ車」構想を提案しています。本市として、
時代を見据え、果敢にチャレンジし、新たな時代
の先頭に立って切り開きます。
　本市がビジネスの場、働く場として「選ばれる
まち」であり続けるため、物価高騰、人手不足等
の課題への対応を進め、創業や起業などを後押し
します。
　１月に多摩中学校で開催された「子どもみらい
会議」では、参加した子どもたちから、数多くの
提案とともに、「市民一人一人がまちづくりに参
加しているという意識をもって行動に移そう」と
いうメッセージがまとめられました。自分たちに
何ができるかと真剣に議論する未来を担う子ども
たちに頼もしさを感じました。市としてできるこ
とに着手します。

　本市と友好関係にあるアイスランドからは、男
女平等15年連続第一位の歴史を学び、本市のジェ
ンダー政策や健幸まちづくりをさらに前進させま
す。
　多摩村、多摩ニュータウンの草創期からの文化 
・芸術活動につき、街なかやコミュニティの中で
音楽や舞踊アート、アニメなどが奏でられるまち
づくりを進めます。
　昨年16年ぶりにJ１リーグに復帰した東京ヴェ
ルディは、６位という好成績でフィニッシュしま
した。アグレッシップな闘いに学び、共に活路
を見出し頑張っていく決意です。「つながり 支え 
認め合い いきいきと かがやけるまち 多摩」の実
現に向け、市民の皆さんのご理解とご協力を得て
取り組んでいくことを宣言します。

多摩第一小学校での地球温
暖化に関する国連広報セン
ターによる特別授業の様子

40歳向け健幸啓発情報誌

市長施政方針（骨子）令和７年度

ID1016642i企画課☎（338）6813・v（337）7658

全文は公式ホームページ・
行政資料室で閲覧できます

自動走行モビリティサービス実証実験の様子

多摩中央公園の大型遊具

子どもみらい会議の様子

地域のイベントでの協創サポーターの活動の様子
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使用料及び手数料（1％）
10億1155万円10 1155

市税（46％）
���億����万円��� ����

その他（6％）
38億9474万円38 9474

国庫支出金（19％）
131億2031万円131 2031

都支出金（16％）
109億7357万円109 7357

市債（2％）
13億6630万円13 6630

繰入金（4％）
30億8564万円30 8564

地方消費税交付金（6％）
38億8398万円38 8398

令和7年度
��5億
5000万円

令和7年度
��5億
5000万円
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民生費 教育費 総務費 土木費 衛生費 消防費 公債費 その他

約340億円 約98億円 約89億円 約62億円 約51億円
約
19
億
円

約
18
億
円

約9億円

普通建設事業費（6％）
38億2510万円38 2510

その他（2％）
17億1950万円17 1950

人件費（14％）
97億8213万円97 8213

扶助費（30％）
204億706万円204 706

公債費（3％）
18億4127万円18 4127

物件費（23％）
158億2214万円158 2214

補助費など（12％）
85億5173万円85 5173

繰出金（10％）
66億107万円66 107

令和7年度
��5億
5000万円

令和7年度
��5億
5000万円

会計名 令和7年度 令和6年度 増減額 増減率
一般会計 685億5000万円 617億9000万円 67億6000万円 10.9%

特
別
会
計

国民健康保険特別
会計 150億1505万円 154億2218万円 ▲4億713万円 ▲2.6％

介護保険特別会計 130億5653万円 124億8529万円 5億7124万円 4.6%
後期高齢者医療特
別会計 52億416万円 49億7114万円 2億3302万円 4.7%

合計 1018億2574万円 946億6862万円 71億5712万円 7.6%
※ 千円単位で四捨五入しているため、合計額と会計ごとの合計は一致しない場合あり

区分 令和7年度 令和6年度 増減額 増減率

下
水
道
事
業
会
計

収益的収支
（※1）

収入 34億8323万円 33億5766万円 1億2557円 3.7%

支出 32億3338万円 29億7725万円 2億5614万円 8.6%

資本的収支
（※2）

収入 4230万円 1億1040万円 ▲6810万円 ▲61.7%

支出 4億6108万円 6億4958万円 ▲1億8850万円 ▲29.0%
※1　下水を処理するための収入と支出
※2　下水道施設などを整備するための収入と支出

一般会計予算（案）内訳

歳入
　歳入の46％を占める市税は、令和6年度より約15億円増加し、過去最高の
約312億円を見込んでいますが、今後の動向は不透明です。
　また、国や都から支払われる国庫支出金及び都支出金は主に民生費や教
育費などの歳出予算の増加に連動し、令和6年度よりそれぞれ約18億円増加
すると見込んでおり、歳入の35％を占めています。
　また、個人消費や輸入取引の堅調な推移により地方消費税交付金も約2.6
億円増加する見込みです。

歳出
　物品の購入や光熱水費、事業の委託などの経費である物件費が人件費単
価上昇をはじめとする物価高騰の影響により約26億円増加しています。加
えて、子どもや高齢者、障がいをお持ちの方への福祉、生活保護の方への
支援などの経費である扶助費が約20億円増加しています。物件費と扶助費
の伸びが歳出予算額増加の大きな要因となっています。
　また、一般会計の予算規模としては685億5000万円と前年度と比較して
6７億6000万円の増額となりました。

　上のグラフは、多摩市が令和７年度にどんなことにお金を使っていくかを示
したグラフです（一般会計歳出予算を目的別に集計したものです）。市民生活を
支える民生費に約340億円、予算総額の約半分を使っていることがわかります。
さらに民生費の中でも、子どもたちの福祉などに約135億円、障がいのある方
の福祉などに約66億円、生活保護の方の支援に約54億円、高齢者の方の福祉な
どに約50億円の予算を使っています。
　また、教育や文化・スポーツに関する教育費に約98億円と2番目に多く予算

を使っており、全体の約14％を占めています。その他に、市民の健康や環境へ
の取り組みである衛生費に約51億円使っており、全体の約７.4％を占めていま
す。このうち、ごみの清掃などに約28億円、予防接種などの健康への取り組み
に約21億円、環境への取り組みに約2億円の予算を使っています。
　これからの多摩市を担う子どもたちを中心に、時代の変化に柔軟に対応しつ
つ、市民生活を支えていきます。

１．令和７年度予算（案）の全体像

２．多摩市がどんなことにお金を使っていくかお伝えします！

令和７年度（2025年度）予算（案） ※�この予算（案）は、令和７年第１回多摩市議会定
例会で可決された後、本予算となります

歳出歳入

令和7年度一般会計予算（案）の目的別予算額

　令和７年度当初予算編成は、要求段階で約80億円の財源が不足していまし
た。歳出においては物品の購入や光熱水費・事業の委託などの経費である物
件費が、物価高騰や人件費単価の高騰を受けて約26億円増加しました。その
他、引き続き扶助費は増加しています。歳入においては、市の収入の大部分
を占める市税収入は約15億円の増加を見込んでいるものの、税収の伸びが歳
出の上昇に追いついておらず、大変厳しい予算編成になりました。この状況
がいつまで続くか今後も不透明な状況です。
　こうした状況の中でも、市の貯金である基金の取りくずし、国や東京都の

補助金の積極的な確保、既存事業の見直しによる歳出削減などを実施するこ
とにより、市民生活に影響が極力及ばないようにするとともに、さまざまな
取り組みについても歩みを止めず、創意工夫を行いながら前に進めていくこ
と、将来への投資も実施していくことを基本として、予算を編成しました。
　また、年間総合予算という考え方は基本としつつも、状況の変化や財源確
保などの条件が整った段階で年度途中でも新たな取り組みをスタートさせて
いきます。

　公式ホームページなど
で公開されている「令和
7年度当初予
算（案 ）の 概
要」をご覧く
ださい。

もっと詳しく
知りたい方へ


